平成29年度第１回企業誘致・事業者支援検討会議　【議事要旨】
■日時：平成30年３月6日（火）　15時から16時30分
■会場：303会議室

　
１　人材不足について

○人材不足が喫緊の課題となっているが、していかなければならないこととして生産性の向上やＩＣＴ、ＩｏＴの活用はあまりあがっていない。

○人口はこれ以上増えないので、生産性を上げるしか方法はない。

○主婦などの活用できる人材はまだ多くいる。しかし、現在の男性目線の働き方では、女性の負担が重過ぎる。賃金体系も男女差が大きい。

○市内に中部大があっても、春日井市内で就職する学生はわずかである。人材不足が顕著なサービス業等において、学生アルバイトに入ってもらう方法があるとよい。

○事業者の中には、主婦や高齢者の受入れに慣れていないところも多いと考えられるため、受け入れてもらうための取組がいる。

２　事業承継について

○事業承継については思ったよりも課題として出ていないが、回答した事業所はしっかりと考えているのかもしれない。

○必要性は感じているが、まだ先でよいと思っている人が多い。一宮市、郡上市などで実施予定の「後継者バンク」などの仕組みも効果があると思う。

３　土地利用などについて

○春日井市は店舗や工場等の需要が多く、空き物件もすぐに入るが、オフィスが少ない（ニーズも少ない）。名古屋市に近いため、中途半端になっている印象である。

○工場や物流拠点に使用する物件の需要は多いが、廃業した工場などはすぐに宅地に変わってしまう。一度住宅になってしまうと、後から工場にすることが難しくなってしまう。行政が主導して計画的な土地利用を進めてもらいたい。
○工業団地へのアクセスは公共交通機関もなく、渋滞も多い。

４　第３次春日井市産業振興アクションプラン骨子案について

○骨子の19ページ、「今後の事業展開についての考え」において、市外への移転予定が5.0％、廃業予定が8.3％で、サンプル数からみると約40社が市外に行くか、なくなる。大きいことであり、見逃さずに記載しておいた方がよい。

○骨子の30ページ、「（３）働きやすい環境の整備」の部分に、外国人のことが書かれていない。ダイバーシティを考える上では外国人抜きに語れないので、入れた方がよい。

○29～31ページの「第３章　計画の基本的な方向」がきれいにまとまり過ぎているし、現在の延長線上のことばかりであり、もっと革新的な方向性が示されないか。一歩先に行くプランとしてほしい。

○29ページ「１　計画の役割」にある“イノベーション”や“創造的都市”がどのような姿なのか、我々が共有する必要がある。

○30ページ「（２）事業者支援」にある“つながりあう”という言葉は新しい観点である。異業種交流や企業間の連携、上手な世代交代といった部分が盛り込めるとよい。事業承継後に、新たな人に活躍してもらうような支援も必要だろう。
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